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▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
売
上
が
減
少
し
た
事
業

者
や
市
民
に
対
す
る
支
援
等
を
計

上
し
た
も
の

▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
の
専
決

処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　（
全
会
一
致
承
認
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
夜
間

集
団
接
種
及
び
対
象
年
齢
の
拡
大

な
ど
国
の
制
度
変
更
に
要
し
た
経

費
を
専
決
処
分
し
た
も
の

▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
市
民
生
活
支
援
や
事
業

者
支
援
な
ど
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
事
業
を
計
上
し
た
も
の

▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　（
全
会
一
致
可
決
）

　
国
・
県
補
助
金
等
の
決
定
を
受

け
実
施
す
る
事
業
や
令
和
２
年
度

決
算
剰
余
金
確
定
に
伴
う
基
金
積

立
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
た
も

の

令和３年度一般会計補正予算 (第６・７・８号 )原案可決令和３年度一般会計補正予算 (第６・７・８号 )原案可決
一般会計予算総額　５５３億２千７１０万円一般会計予算総額　５５３億２千７１０万円

９月定例会が開催されました
　令和３年９月定例会は、９月３日から９月27日までの25日間の会期で開催しました。

　今定例会に付議された案件は、令和３年度一般会計補正予算、条例の制定議案など15件（うち報

告１件）で、それぞれの議案を原案可決・承認・適任と認めるとし、令和２年度鹿屋市一般会計決

算の認定議案など６件を関係委員会に付託し、閉会中の継続事件としました。

　また、意見書１件を原案可決し、請願１件を不採択、陳情１件を趣旨採択としました。

令和３年度一般会計補正予算額
◎一般会計補正予算（第５号）※専決処分

◎一般会計補正予算（第６号）

◎一般会計補正予算（第７号）

◎一般会計補正予算（第８号）

予算額
529億2千531万3千円

予算額
531億2千238万9千円

予算額
535億2千238万9千円

予算額
550億2千880万円

今回補正額
1億9千707万6千円

今回補正額
4億円

今回補正額
15億641万1千円

今回補正額
2億9千830万円

今回補正額
531億2千238万9千円

今回補正額
535億2千238万9千円

今回補正額
550億2千880万円

今回補正額
553億2千710万円

+

+

+

+

=

=

=

=

補

正

予

算

関

係

９
月
定
例
会
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○
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
設
置
事
業

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
に
出
場
し
た
本
市
に
関

係
す
る
選
手
の
功
績
を
称
え
る
た

め
、
大
会
の
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
設
置
す
る
も
の
。

１
６
５
万
円

○
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
病
害
対
策

支
援
事
業

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
発
生
抑

制
対
策
と
し
て
、
国
事
業
を
活
用

し
「
他
作
物
へ
の
転
換
」
を
実
施

し
た
生
産
者
に
対
し
、
市
の
支
援

金
を
支
給
す
る
も
の
。

３
３
３
万
２
千
円

○
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
令
和
２
年
度
の
決
算
剰
余
金
確

定
に
伴
い
、
地
方
財
政
法
第
７
条

の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
１
／
２
以

上
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て

る
も
の
。

13
億
５
千
万
円

○
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
市
民
生
活

応
援
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、

本
市
の
店
舗
等
で
利
用
で
き
る
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
、
地

域
の
消
費
喚
起
や
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
。

【
販
売
単
価
】

１
冊
５
千
円
（
６
千
５
百
円
分
）

※
プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％

【
世
帯
購
入
限
度
】

・
２
人
以
上
世
帯
　
12
冊

・
１
人
世
帯
　
　
　
４
冊

【
利
用
期
間
】

令
和
３
年
11
月
下
旬
〜
令
和
４

年
２
月
（
販
売
11
月
中
旬
〜
）

【
販
売
冊
数
】

11
万
冊２

億
３
千
１
０
万
４
千
円

○
介
護
施
設
防
災
等
対
策
事
業

　
介
護
施
設
が
実
施
す
る
防
災
対

策
や
感
染
症
対
策
等
の
施
設
整
備

に
対
し
助
成
を
行
い
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
整
備
促
進
及
び

利
用
者
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を

図
る
も
の
。１

億
１
千
８
０
７
万
円

○
飼
料
用
米
供
給
体
制
確
立
推
進

事
業

　
市
内
事
業
者
が
実
施
す
る
飼
料

用
米
種
子
の
長
期
保
存
が
可
能
な

保
冷
施
設
の
整
備
に
対
し
助
成
を

行
い
、
地
域
内
の
需
要
者
へ
の
安

定
的
な
種
子
の
供
給
体
制
を
整
備

す
る
も
の
。

７
３
７
万
６
千
円

○
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

　
畜
産
環
境
対
策
と
し
て
、
既
存

の
浄
化
処
理
施
設
の
機
能
向
上
を

図
る
施
設
整
備
に
つ
い
て
助
成
を

行
い
、
処
理
施
設
等
の
基
盤
整
備

に
よ
る
畜
産
環
境
の
維
持
を
図
る

も
の
。

２
千
４
１
０
万
円

○
生
活
応
援
商
品
券
交
付
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
家
庭
生
活
へ
の
負
担
や

減
収
等
の
影
響
を
受
け
て
き
た
世

帯
に
対
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
無
料
引
換
券
を
発
行
し
、
日

常
生
活
に
お
け
る
家
計
の
支
出
を

支
援
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

4
千
１
５
８
万
4
千
円

○
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
飲
食
応

援
事
業

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る

支
払
い
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
還

元
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け

て
い
る
飲
食
店
等
の
支
援
や
非
接

触
型
決
済
を
推
進
す
る
も
の
。

【
実
施
方
法
】

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用

額
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
の
還
元

【
プ
レ
ミ
ア
ム
率
】

30
％

８
千
５
２
９
万
２
千
円

○
お
お
す
み
癒
し
の
旅
観
光
応
援

事
業

　
大
隅
地
域
の
観
光
資
源
を
活
か

し
た
市
民
向
け
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を

実
施
し
、
コ
ロ
ナ
疲
れ
を
吹
き
飛

ば
す
た
め
の
市
民
応
援
を
行
い
、

観
光
関
連
事
業
者
を
支
援
す
る
も

の
。

【
実
施
時
期
】

令
和
３
年
11
月
〜
令
和
４
年
３

月
上
旬

【
コ
ー
ス
内
容
等
】

鹿
児
島
黒
牛
や
黒
豚
な
ど
大
隅

の
食
を
テ
ー
マ
に
コ
ー
ス
設
定

１
泊
２
日
：
８
回

　
　
　
　
　
参
加
料
５
千
円

　
日
帰
り
：
４
回

　
　
　
　
　
参
加
料
３
千
円

【
定
員
等
】

各
コ
ー
ス
20
人

（
最
少
催
行
人
員
：
５
人
）

【
実
施
要
件
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
県
内
に
お
け
る
警
戒
基
準
が

ス
テ
ー
ジ
２
以
下
で
あ
る
こ
と

６
０
０
万
円

【
そ
の
ほ
か
の
事
業
】

・
中
小
企
業
等
経
営
安
定
化
支
援

事
業

・
か
の
や
の
物
産
販
売
応
援
事
業

一
般
会
計
補
正
予
算
第
６
号

【
市
民
生
活
支
援
や
事
業
者
支
援
な
ど
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

事
業
】

一
般
会
計
補
正
予
算
第
７
号

【
国
・
県
補
助
金
等
の
決
定
を
受
け
て
実
施
す
る
事
業
や
令
和
２
年
度
決

算
剰
余
金
確
定
に
伴
う
基
金
積
立
に
要
す
る
経
費
】
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文
教
福
祉
委
員
会

▽
令
和
２
年
度
鹿
屋
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

▽
令
和
２
年
度
鹿
屋
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

▽
令
和
２
年
度
鹿
屋
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

決
算
特
別
委
員
会

▽
令
和
２
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
　
出
水
田
　
千
穗
美

（
適
任
と
認
め
る
）

　
　
前
田
　
昭
一

（
適
任
と
認
め
る
）

　
　
村
場
　
ス
ズ
子

（
適
任
と
認
め
る
）

　
　
本
村
　
ヤ
ス
子

（
適
任
と
認
め
る
）

議
会
運
営
委
員
会

▽
次
期
議
会
の
議
会
運
営
に
関
す

る
事
項
及
び
議
長
の
諮
問
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て

請
願

（
不
採
択
と
し
た
も
の
）

▽
貴
議
会
で
の
「
川
内
原
発
20
年

運
転
延
長
」
に
伴
う
課
題
の
調

査
・
研
究
、
議
論
な
ど
を
求
め

る
請
願

陳
情

（
趣
旨
採
択
と
し
た
も
の
）

▽
分
煙
環
境
整
備
に
関
す
る
陳
情

意
見
書

（
原
案
可
決
と
し
た
も
の
）

▽
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政

状
況
に
対
処
し
地
方
財
源
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書

市
民
環
境
委
員
会

▽
令
和
２
年
度
鹿
屋
市
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

▽
令
和
２
年
度
鹿
屋
市
下
水
道
事

業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

 

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

自
宅
待
機
者
支
援
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
自
宅
待
機
と
な
っ
た
濃

厚
接
触
者
で
、
家
族
な
ど
他
の
人

か
ら
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
な

ど
、
食
料
品
等
の
確
保
が
困
難
な

方
に
対
し
て
、
食
料
品
等
の
無
償

提
供
を
行
う
も
の
。

【
支
援
内
容
】

　
支
援
を
希
望
す
る
自
宅
待
機
者

へ
、
１
日
千
円
相
当
の
食
料
品
等

を
10
日
分
を
限
度
と
し
て
無
償
提

供
し
、
食
料
品
等
の
支
援
物
資
は

委
託
業
者
が
自
宅
へ
配
送
す
る
。

６
６
０
万
円

○
飲
食
店
営
業
時
間
短
縮
要
請
協

力
金
事
業

　
鹿
児
島
県
の
営
業
時
間
短
縮
の

要
請
に
応
じ
た
飲
食
店
へ
支
給
す

る
協
力
金
の
う
ち
、
時
短
要
請
期

間
42
日
間
分
（
８
月
20
日
〜
９
月

30
日
）
の
協
力
金
に
つ
い
て
、
そ

の
１
割
を
負
担
す
る
も
の
。

1
億
3
千
２
０
万
円

○
中
小
企
業
等
経
営
継
続
支
援
事

業
　
外
出
自
粛
や
営
業
時
間
短
縮
要

請
の
影
響
を
受
け
、
売
上
減
少
し

た
事
業
者
に
対
し
支
援
金
を
支
給

し
、
事
業
継
続
を
支
援
す
る
も
の
。

【
対
象
事
業
者
】

　
令
和
３
年
８
月
ま
た
は
９
月
の

売
上
が
、
前
年
ま
た
は
前
々
年
の

同
月
と
比
較
し
て
20
％
以
上
減
少

し
た
事
業
者

【
支
援
額
】

　
①
支
援
金
（
上
限
）

　
　
中
小
企
業
（
法
人
）
20
万
円

　
　
個
人
事
業
主
　
　
　
10
万
円

　
②
加
算
金1

億
6
千
１
５
０
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算
第
８
号

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
売
上
が
減
少
し
た
事
業
者
や

市
民
に
対
す
る
支
援
等
に
要
す
る
経
費
】

業種 加 算 額

ホテル・旅館等 1万円×部屋数（上限100万円）

貸切バス事業者 10万円×保有台数（上限50万円）

タクシー事業者 5万円×保有台数（上限50万円）

運転代行事業者 5万円×保有台数（上限50万円）

旅行事業者 20万円×事業者

飲食店直接取引先 10万円×事業者

時短要請対象外
飲 食 店 10万円×事業者

上記以外で売上減
少が躊躇な事業者 10万円×事業者

請
願
・
陳
情
・
意
見
書

閉
会
中
の
決
算
審
査

閉
会
中
の
継
続
審
査

人

事

関

係
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〇
予
算
委
員
会

▽
令
和
３
年
鹿
屋
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

　

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
病
害
対

策
支
援
金
に
つ
い
て
、
支
援
を
受

け
る
農
家
戸
数
と
支
援
総
額
は
ど

の
程
度
か
。

　

取
組
農
家
数
が
53
戸
と
な

り
、
支
援
総
額
は
１
千
３
３
３
万

１
千
５
０
０
円
と
な
る
。

　

経
営
継
承
・
発
展
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
２
事
業
者
が
申
請
予

定
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
申

請
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

１
事
業
体
が
、
ゴ
ボ
ウ
、
肉

用
牛
経
営
で
、
令
和
４
年
１
月
に

法
人
化
を
予
定
し
て
お
り
、
事
業

内
容
と
し
て
は
、
機
器
の
購
入
等

で
、
牛
舎
の
監
視
カ
メ
ラ
や
乾
燥

牧
草
の
カ
ッ
タ
ー
等
の
整
備
を
予

定
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
１
事
業
体
は
、
養

豚
・
ハ
ム
ソ
ー
セ
ー
ジ
加
工
販
売

に
基
づ
く
も
の
で
、
事
業
内
容
と

し
て
は
、
衛
生
管
理
上
の
販
売
の

促
進
や
事
務
用
機
器
の
購
入
、
畜

舎
の
管
理
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

〇
市
民
環
境
委
員
会

▽
鹿
屋
市
体
育
館
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

今
回
空
調
を
整
備
し
た
鹿
屋

市
体
育
館
と
類
似
し
た
体
育
施
設

等
に
つ
い
て
も
設
置
の
方
向
で
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

　

鹿
屋
市
体
育
館
は
非
常
に
利

用
率
が
高
い
こ
と
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
国

か
ら
の
交
付
金
が
活
用
で
き
た
こ

と
か
ら
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
今
後
の
計
画
は
ま
だ
な
い
。

　

空
調
を
整
備
し
た
こ
と
に
よ

り
、
鹿
屋
市
体
育
館
は
災
害
時
に

使
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
今
回
整
備
し
た
空
調
に

つ
い
て
は
、
停
電
時
、
非
常
電
源

は
使
え
る
の
か
。

　

物
資
等
の
収
集
等
拠
点
施
設

と
な
っ
て
お
り
、
災
害
時
で
も
利

用
は
可
能
で
あ
る
。

　
非
常
電
源
に
つ
い
て
は
、
空
調

整
備
以
前
に
非
常
電
源
を
設
置
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
容
量
が
足
り

な
い
と
聞
い
て
い
る
。

〇
総
務
委
員
会

▽
鹿
屋
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

口
目
標
に
つ
い
て
は
、
輝
北
・
吾

平
地
域
ご
と
の
目
標
値
を
設
定
す

る
必
要
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

県
と
協
議
の
う
え
、
市
全
体

の
人
口
目
標
値
を
記
載
し
て
お

り
、
輝
北
・
吾
平
地
域
ご
と
の
人

口
目
標
は
設
定
し
て
い
な
い
が
、

当
該
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
過
疎

地
域
か
ら
の
脱
却
を
図
る
と
い
う

趣
旨
に
沿
っ
て
取
組
を
進
め
て
行

く
必
要
が
あ
る
。

　

交
通
手
段
の
確
保
に
つ
い

て
、
福
祉
有
償
運
送
に
関
す
る
活

用
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
の
維
持
も
難
し
く
な
る
こ

と
か
ら
、
今
後
検
討
す
べ
き
内

容
で
あ
る
。
現
時
点
で
計
画
に
事

業
を
掲
載
し
て
い
な
い
が
、
今

後
過
疎
地
域
で
の
事
業
実
施
が

あ
れ
ば
、
追
加
等
を
検
討
す
る
。

　

小
規
模
福
祉
施
設
等
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
当
初
希
望
し
て
い

た
事
業
所
の
取
り
下
げ
理
由
は
何

か
。　

事
業
所
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
優

先
さ
せ
る
た
め
、
本
年
度
は
、
本

事
業
に
対
応
で
き
な
い
と
辞
退
の

申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

▽
令
和
３
年
鹿
屋
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
自
宅
待
機
者
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
対
象
者
が
濃
厚
接
触
者
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
濃
厚
接
触
者
に

つ
い
て
は
、
保
健
所
の
管
轄
と
な

る
。
情
報
収
集
を
は
じ
め
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　

保
健
所
と
十
分
連
携
し
、
協

力
を
得
な
が
ら
、
対
象
と
な
る
方

へ
保
健
所
か
ら
本
事
業
内
容
に
つ

い
て
紹
介
を
行
い
、
支
援
を
希
望

さ
れ
個
人
情
報
の
提
供
に
同
意
さ

れ
た
場
合
に
は
、
保
健
所
か
ら
個

人
情
報
が
本
市
へ
提
供
さ
れ
、
提

供
さ
れ
た
情
報
を
基
に
支
援
物
資

の
配
送
を
行
う
。

〇
文
教
福
祉
委
員
会

▽
鹿
屋
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

デ
ジ
タ
ル
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
紙
で
の
申
請
も
可
能

な
の
か
。

　
紙
申
請
、
デ
ジ
タ
ル
申
請
、

両
方
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

こ
の
条
例
の
改
正
目
的
は
、

デ
ジ
タ
ル
申
請
が
様
々
な
手
続
き

上
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
と
い

う
こ
と
で
理
解
し
て
よ
い
か
。

　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
６
月

定
例
会
で
の
改
正
の
所
管
省
庁
は

厚
労
省
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
内

閣
府
で
あ
る
た
め
、
時
期
に
ズ
レ

が
出
て
い
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
同

時
に
改
正
す
る
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。

各
常
任
委
員
会
審
査
報
告
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自
宅
待
機
者
へ
の
支
援
内
容

は
、
食
品
と
飲
料
水
で
あ
る
が
、

家
族
と
の
接
触
機
会
を
減
ら
す
た

め
、
紙
コ
ッ
プ
や
割
り
箸
な
ど
も

配
布
で
き
な
い
か
。

　

支
援
内
容
に
つ
い
て
は
、
レ

ト
ル
ト
を
中
心
と
す
る
食
品
と
飲

料
水
で
あ
る
が
、
マ
ス
ク
な
ど
の

物
資
も
入
っ
て
い
る
た
め
、
紙

コ
ッ
プ
等
を
含
め
ら
れ
る
か
に
つ

い
て
は
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

中
小
企
業
等
経
営
継
続
支
援

事
業
に
つ
い
て
、
申
請
見
込
み
数

は
ど
の
程
度
と
考
え
て
い
る
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
等
を
考
慮

し
、
法
人
４
０
０
件
、
個
人
事
業

主
４
６
０
件
、
合
計
約
８
６
０
事

業
者
を
見
込
ん
で
い
る
。

９月定例会で可決とした意見書
※可決とした意見書は国会及び関係行政庁へ送付しました。

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

　新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済にも大きな影響が及び、地方財政は来年

度においても、引き続き、巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。

　地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、地域の防災・減災、雇用の確保、地球温暖化

対策などの喫緊の課題に迫られているほか、医療介護、子育てをはじめとした社会保障関係経費

や公共施設の老朽化対策費など将来に向け増嵩する財政需要に見合う財源が求められる。

　その財源確保のため、地方税制の充実確保が強く望まれる。

　よって、国においては、令和４年度地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、

強く要望する。

記

１　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針

2021」において、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保す

るとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が毎年度増大している現状を踏ま

え、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。

２　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは家屋・

償却資産を含め、断じて行わないこと。生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急

経済対策として講じた措置は、本来国庫補助金などにより国の責任において対応すべきもの

である。よって、現行の特例措置は今回限りとし、期限の到来をもって確実に終了すること。

３　令和３年度税制改正において土地に係る固定資産税について講じた、課税標準額を令和２年

度と同額とする負担調整措置については、令和３年度限りとすること。

４　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延

長について、更なる延長は断じて行わないこと。

５　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に

税源配分すること。

以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

令和３年９月27日

鹿児島県鹿屋市議会
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９月定例会　その他の上程議案・採決結果
議　案　名 概　　　要 結　　果

（※施行日）

鹿屋市過疎地域自立促進特別事業
基金条例の一部改正について

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置

法が新たに制定されたことに伴い、条例の所要

の規定の整備を行うもの

全会一致可決

鹿屋市体育館条例の一部改正につ
いて

鹿屋市体育館に空調設備を新設したことに伴

い、空調設備の使用料を定めるもの
全会一致可決

鹿屋市特定教育・保育施設及び特
定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部改正につ
いて

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並

びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関

する基準の一部改正に伴い、所要の規定の整理

を行うもの

全会一致可決

（公布の日）

鹿屋市工業開発等促進条例の一部
改正について

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置

法が新たに制定されたことに伴い、条例で引用

する法律名の変更及び地方税の減収補填措置の

拡充を行うもの

全会一致可決

鹿屋市過疎地域持続的発展計画の
策定について

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置

法の施行に伴い、鹿屋市過疎地域持続的発展計

画を策定することについて、同法第８条第１項

の規定により、議会の議決を求めるもの

全会一致可決

字の区域変更について

県営中山間地域農業農村総合整備事業（浦谷地

区）の施行に伴い、鹿屋市輝北町上百引の一部の

字界を整理するため、字の区域を変更したいの

で、地方自治法第260条第１項の規定により、議

会の議決を求めるもの

全会一致可決

※施行日については掲載可能なものについて掲載しています。

（予算委員会での審査の様子）
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会
派
構
成
員
議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
財
政
運
営
に

つ
い
て
、
今
後
の
見
通
し
と
基
本

的
ス
タ
ン
ス
、
財
政
規
律
と
市
民

活
動
に
対
す
る
財
源
確
保
に
つ
い

て
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

　

市
民
の
安
全
で
安
心
な
生
活

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
た
財

政
運
営
に
努
め
て
お
り
、
歳
入
に

見
合
っ
た
歳
出
の
基
本
に
立
ち
返

り
、
創
意
工
夫
に
よ
る
新
た
な
財

源
の
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に

選
択
と
集
中
に
よ
る
事
業
の
重
点

化
に
よ
る
歳
出
の
効
率
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
健
全
財
政
の

堅
持
に
努
め
つ
つ
、
限
ら
れ
た
財

源
を
最
大
限
に
有
効
活
用
し
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
と
産

業
の
振
興
や
地
域
活
性
化
の
取
組

を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

千
葉
県
八
街
市
の
交
通
事
故

を
受
け
、「
通
学
路
の
総
点
検
」
を

行
う
指
示
が
国
か
ら
出
た
が
、
結

果
と
今
後
の
対
策
を
示
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
吹
き
抜
け
の
あ
る
小
中

学
校
の
現
状
と
安
全
対
策
に
つ
い

て
示
さ
れ
た
い
。

　

各
小
学
校
か
ら
対
象
箇
所
と

し
て
82
箇
所
の
報
告
が
挙
が
っ
て

き
て
お
り
、
９
月
中
の
実
施
を
目

途
に
日
程
を
調
整
し
て
い
る
。

　
合
同
点
検
終
了
後
は
、
学
校
、

道
路
管
理
者
及
び
警
察
署
と
協
議

の
上
、
内
容
に
応
じ
て
道
路
管
理

者
や
警
察
署
に
対
し
て
要
望
を
行

い
、
各
関
係
機
関
に
お
い
て
対
策

が
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
吹
き
抜
け
の
あ
る
学
校
は
、
小

学
校
６
校
、
中
学
校
３
校
と
な
っ

て
お
り
、
い
ず
れ
も
１.

１
メ
ー

ト
ル
以
上
の
高
さ
で
手
す
り
を
設

置
し
て
い
る
が
、
危
険
行
動
に
よ

る
転
落
事
故
等
が
危
惧
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
学
校
の
点
検
及
び

聞
き
取
り
を
行
い
な
が
ら
安
全
対

策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

市
民
の
誰
も
が
自
己
の
意
志

と
責
任
に
よ
り
、
多
様
な
生
き
方

が
選
択
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
鹿
屋
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
を
取
り
入
れ
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　

こ
の
制
度
自
体
に
法
的
拘
束

力
は
な
い
が
、
人
権
が
保
障
さ
れ

る
明
る
く
住
み
よ
い
鹿
屋
市
を
実

現
す
る
た
め
、
性
の
多
様
性
の
理

解
を
よ
り
深
め
る
広
報
・
啓
発
活

動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
団

体
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
行
政
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

・
市
民
生
活
の
安
全
安
心
に
つ
い

て
・
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て

・
持
続
可
能
な
開
発
目
標
に
つ
い

て

一　般　質　問
　９月定例会では、２会派と12人の議員により市政全般に関する一般質問が行われました。

　紙面の都合により質問・答弁を要約して掲載していますので、詳細な内容については鹿屋

市議会会議録若しくは市議会ホームページをご覧ください。

《代表質問》

・福﨑　和士（会派　至誠）　　・吉岡　鳴人（会派　黎明）

《個人質問》

・市來　洋志　　　・松本　辰二　　　・新保　秀美　　　・柴立　豊子

・伊野　幸二　　　・田辺　水哉　　　・原田　靖　　　　・西薗　美恵子

・福田　伸作　　　・児玉　美環子　　・佐々木　茂己　　・繁昌　誠吾

※一般質問の様子は下記アドレスからご覧いただけます。

　https://smart.discussvision.net/smart/tenant/kanoya/WebView/rd/council_1.html

代

表

質

問

会
派
　
至
誠代

表
質
問
者

福
㟢
　
和
士

岡元　浩一

下本地　隆

鹿
屋
市
の
財
政
に
つ
い
て

教
育
現
場
に
お
け
る
安
全
対
策

に
つ
い
て

人
権
を
尊
重
す
る
社
会
の
形
成

に
つ
い
て
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今
後
も
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果

的
に
活
用
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

感
染
者
及
び
濃
厚
接
触
者
の

自
宅
療
養
期
間
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。

　

濃
厚
接
触
者
の
う
ち
、
保
健

所
か
ら
市
へ
の
情
報
提
供
を
了
解

さ
れ
た
方
々
に
、
食
料
品
等
支
援

を
行
う
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
や
施
設
に
携
わ

る
民
間
事
業
者
へ
ど
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
指
定
管
理
者
へ
委
託
料
の
前

払
い
を
行
っ
て
お
り
、
事
業
所
へ

は
、
支
援
金
を
支
給
し
て
お
り
、

今
後
も
国
・
県
の
状
況
を
踏
ま
え

支
援
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対
策
の

早
期
確
立
に
向
け
た
対
策
と
、
持

続
可
能
な
産
地
形
成
に
つ
い
て
示

さ
れ
た
い
。

会
派
構
成
員
議
員

　

令
和
４
年
度
の
骨
格
型
予
算

案
の
概
要
と
、
政
策
的
予
算
に
つ

い
て
、
考
え
を
示
さ
れ
た
い
。

　

市
長
選
挙
を
控
え
、
令
和
４

年
度
当
初
予
算
は
、
義
務
的
、
経

常
的
経
費
と
継
続
事
業
を
中
心
と

し
た
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
す
る
。

　
政
策
的
予
算
は
、
健
全
財
政
の

堅
持
に
努
め
つ
つ
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る
予

算
編
成
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
執

行
率
と
繰
越
額
、
今
後
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

令
和
２
年
度
実
施
事
業
で
は
、

執
行
率
97.

３
％
で
、
繰
越
事
業

の
財
源
と
し
て
３
億
７
千
万
円
の

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
お
り
、

　

腐
熟
促
進
剤
や
新
た
な
農
薬

の
効
果
検
証
等
を
行
い
、
ま
た
、

各
農
家
に
お
い
て
は
、
苗
床
や
ほ

場
の
消
毒
や
他
作
物
へ
の
転
換
に

対
す
る
上
乗
せ
支
援
な
ど
と
併
せ

て
、
健
全
な
苗
の
確
保
に
努
め
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
さ
つ
ま
い
も

の
産
地
形
成
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
輸
出
促
進
の
取
組
と
Ｇ
Ａ
Ｐ

（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
の
認
証

取
得
の
促
進
に
伴
う
取
組
方
針
を

示
さ
れ
た
い
。

　

商
談
会
出
店
経
費
助
成
や

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
等
各
種
取
組
を

行
っ
て
お
り
、
輸
出
に
取
り
組
む

事
業
者
数
、
輸
出
実
績
額
と
も
に

増
加
し
て
い
る
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
促
進
に
つ
い
て

は
、
制
度
の
周
知
、
普
及
啓
発
の

研
修
会
等
を
実
施
し
て
お
り
、
引

き
続
き
制
度
の
意
義
や
取
得
に
向

け
た
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
向
け

て
・
市
営
団
地
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
通
学
路
に
お
け
る
交
通
安
全
の

更
な
る
確
保
に
つ
い
て

　

最
近
の
発
症
状
況
は
若
年
齢

が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
促
進
す
る
対
策
は

考
え
て
い
る
か
。

　

対
策
と
し
て
、
接
種
券
の
前

倒
し
発
送
、
啓
発
活
動
、
集
団
接

種
の
土
日
や
夜
間
の
実
施
な
ど
を

行
い
、
平
日
接
種
や
副
反
応
時
は

公
欠
扱
い
と
す
る
な
ど
、
教
育
委

員
会
と
も
連
携
し
、
接
種
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
も
学
校
で
多
く

の
接
触
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
感

染
拡
大
の
危
険
性
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
学
校
現
場
で
の
感
染
拡

大
防
止
の
手
だ
て
を
示
さ
れ
た
い
。

　

授
業
を
５
分
間
ず
つ
短
縮
し
、

健
康
観
察
や
手
洗
い
・
う
が
い
の

時
間
を
確
保
し
た
り
、
座
席
配
置

を
工
夫
す
る
な
ど
、
感
染
症
防
止

対
策
を
一
層
徹
底
し
て
お
り
、

様
々
な
工
夫
等
に
よ
り
学
び
を
止

め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

　

市
職
員
に
感
染
が
あ
れ
ば
公

表
さ
れ
て
い
る
が
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
な
ど
行
政
職
員
の
勤
務
形

態
も
大
分
様
変
わ
り
し
た
と
思
わ

れ
る
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
職
員

の
働
き
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、
新
し
い
生
活
様
式

に
対
応
し
た
働
き
方
が
求
め
ら
れ
、

勤
務
形
態
や
仕
事
の
や
り
方
が
大

き
く
変
化
し
て
い
く
中
、
公
務
能

率
の
向
上
と
柔
軟
な
働
き
方
の
取

組
と
し
て
時
差
出
勤
と
テ
レ
ワ
ー

ク
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
時
差
出
勤
や
テ
レ

ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
く
中
で
、

課
題
や
問
題
点
を
適
宜
改
善
し
な

が
ら
、
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て

も
行
政
機
能
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
か
つ
継
続
的
に
提
供
で
き

る
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

会
派
　
黎
明代

表
質
問
者

吉
岡
　
鳴
人

岩松　近俊

近藤　善光

個

人

質

問
市來  洋志

議員
（会派　創生）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
市
独
自

の
取
組
に
つ
い
て

財
政
運
営
に
つ
い
て

農
業
政
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
伴
う
対
策
及
び
支

援
に
つ
い
て
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紙
使
用
料
95
％
の
削
減
が
う

た
わ
れ
て
い
る
が
、
本
年
度
の
目

標
値
、
見
込
み
額
を
示
さ
れ
た
い
。

　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
に
取
組
を
開
始
し
、
２

年
間
で
約
25
％
削
減
し
て
お
り
、

今
年
度
は
前
年
度
の
10
％
、
155
万

枚
の
削
減
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
シ
ナ
リ
オ
作
成
能

力
等
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
人
材
の
増

員
、
育
成
の
実
績
を
示
さ
れ
た
い
。

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
、
８
月
末

現
在
で
53
本
の
シ
ナ
リ
オ
を
業
務

で
活
用
し
て
お
り
、
今
後
、
研
修

や
資
格
取
得
支
援
な
ど
を
行
い
、

職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
向
上
を
目

指
す
と
と
も
に
、
各
課
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
を
行
い
、
さ
ら
な
る
Ｒ
Ｐ

Ａ
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
か
の
や
ラ
イ
フ
の
登
録
数
は

１
万
人
を
超
え
た
か
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
通
知
で
詳
細

ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
は
図
れ
な
い

か
。　

か
の
や
ラ
イ
フ
の
登
録
数
に

つ
い
て
、
８
月
末
現
在
で
８，
８

９
０
人
の
登
録
と
な
っ
て
い
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
ペ
ー
ジ
の
リ

ン
ク
に
つ
い
て
は
、
関
係
開
発
業

者
と
改
善
に
向
け
て
検
討
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
、
申
請
実
績
を
示
さ
れ
た
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
得
促
進

に
つ
い
て
、
第
２
・
第
４
日
曜
日

な
ど
の
申
請
受
付
、
高
齢
者
学
級

等
へ
の
出
張
申
請
受
付
サ
ポ
ー
ト

の
実
施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
申
請
実
績
に
つ
い
て
は
、
３
万

７，
７
６
８
件
、
37.

２
％
、
交

付
実
績
は
、
３
万
４
，
６
７
３
件
、

33.

９
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
健
康
保
険
証
や
運
転

免
許
証
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
も

利
用
が
始
ま
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
国
の
動
向
等
も
注
視
し

な
が
ら
さ
ら
な
る
カ
ー
ド
の
普
及

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入

は
、
自
治
体
、
企
業
そ
れ
ぞ
れ
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
企
業
の
地
域

貢
献
も
大
い
に
期
待
さ
れ
て
お
り
、

前
向
き
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

　

平
成
28
年
度
に
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
事
業
導
入
等
に
関
す
る
基

本
方
針
を
定
め
、
市
内
の
公
共
施

設
を
対
象
に
民
間
提
案
の
募
集
を

広
く
行
っ
た
が
、
応
募
が
な
か
っ

た
た
め
、
導
入
実
績
は
ま
だ
な
い
。

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
自
主
財

源
確
保
の
一
つ
と
し
て
有
効
な
制

度
で
あ
る
が
、
魅
力
あ
る
施
設
で

な
い
と
応
募
が
な
い
な
ど
課
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
先
進

地
の
事
例
も
参
考
に
地
元
事
業
者

な
ど
の
御
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、

行
財
政
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
、

実
情
に
即
し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
の
導
入
策
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

　

路
上
に
は
み
出
し
た
樹
木
や

生
垣
に
つ
い
て
、
通
行
の
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
所
有
者
が
速
や
か

に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
が
、
多
く

が
放
置
さ
れ
て
い
る
現
状
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

樹
木
等
に
つ
い
て
は
、
所
有

者
の
責
任
で
管
理
を
行
う
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
現

地
調
査
に
よ
る
所
有
者
や
境
界
の

確
認
、
訪
問
や
連
絡
な
ど
を
行
い
、

伐
採
の
依
頼
を
行
っ
て
い
る
が
、

緊
急
を
要
す
る
場
合
な
ど
で
倒
木

や
の
り
面
崩
壊
等
の
危
険
が
あ
る

箇
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
所
有
者

等
の
承
諾
を
得
た
上
で
道
路
管
理

者
に
お
い
て
対
応
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
道
路
管
理
者
と
し

て
、
市
民
の
安
全
安
心
な
道
路
通

行
の
確
保
の
た
め
、
広
報
誌
等
を

活
用
し
な
が
ら
市
民
に
樹
木
等
の

適
正
な
維
持
管
理
に
つ
い
て
繰
り

返
し
訴
え
て
ま
い
り
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て

・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　

デ
ジ
タ
ル
関
連
法
の
施
行
に

伴
い
、
本
市
が
持
つ
個
人
情
報
は

ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
て
い
る
か
。

　

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
鹿
屋
市
個
人
情
報
保
護
審

査
会
に
お
い
て
、
個
人
情
報
の
保

護
と
安
全
性
を
審
査
、
対
応
し
て

お
り
、
今
後
も
、
法
令
な
ど
に
基

づ
く
保
護
措
置
や
運
用
確
認
な
ど
、

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
は
万
全

の
取
扱
い
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、
本
市
独
自
の
施
策

が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
し
て
守
っ
て
い
く
か
。

　

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
は
、
情
報

シ
ス
テ
ム
の
集
約
と
共
同
利
用
に

よ
る
コ
ス
ト
削
減
な
ど
を
図
る
取

組
で
あ
り
、
標
準
化
す
る
の
は
共

通
で
実
施
し
て
い
る
業
務
シ
ス
テ

松本  辰二
議員

（政伸クラブ）

新保  秀美
議員

（政伸クラブ）

柴立  豊子
議員

（日本共産党）

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
や
生

垣
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
個
人
情

報
保
護
に
つ
い
て

鹿
屋
市
情
報
化
計
画
（
中
期
実

施
計
画
）、
鹿
屋
市
役
所
ス
マ
ー

ト
化
計
画
に
つ
い
て
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地
域
特
産
品
の
開
発
に
関
し

て
、
市
の
開
発
支
援
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ら
れ
な
い
か
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
商
品
を

取
り
扱
い
で
き
れ
ば
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

地
場
産
品
を
活
用
し
た
商
品

開
発
等
に
つ
い
て
は
、「
売
れ
る

商
品
づ
く
り
応
援
事
業
」
に
よ
り
、

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
商
品
開
発
等
に
当
た
っ
て
は
、

伴
走
型
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

６
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
推
進
員
や

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な

ど
を
配
置
し
、
幅
広
い
相
談
内
容

に
対
応
で
き
る
相
談
体
制
を
整
え

て
い
る
の
と
併
せ
て
、
大
隅
加
工

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
や
鹿
児
島
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
と
連
携
を
行
っ

て
い
る
。

　
市
の
支
援
を
受
け
て
開
発
さ
れ

た
商
品
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
へ
の
登
録
案
内
や
販
路
開
拓

の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品

の
開
発
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
生

産
さ
れ
る
農
林
水
産
物
の
付
加
価

値
を
高
め
、
市
民
に
愛
さ
れ
る
売

れ
る
商
品
の
開
発
に
つ
な
が
る
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

に
応
じ
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

林
務
関
係
予
算
の
中
で
、
林

道
整
備
及
び
維
持
に
関
わ
る
予
算

執
行
の
推
移
を
示
さ
れ
た
い
。

　

林
道
整
備
及
び
維
持
に
関
わ

る
予
算
執
行
の
推
移
は
、
平
成
20

年
度
決
算
額
で
約
１
千
１
０
０
万

円
、
平
成
30
年
度
決
算
額
は
約
１

千
７
０
０
万
円
、
令
和
３
年
度
当

初
予
算
額
は
約
１
千
８
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

大
隅
半
島
「
100
年
の
森
」
構

想
協
議
会
が
立
ち
上
が
り
、
森
林

組
合
や
管
内
林
業
関
係
者
な
ど
で

森
林
経
営
管
理
を
検
討
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
連
携
を

考
え
て
い
る
か
。

　

大
隅
半
島「
100
年
の
森
」
構
想

協
議
会
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
な

連
携
に
よ
り
、
森
林
を
次
世
代
に

引
く
継
ぐ
た
め
の
適
正
管
理
を
行

う
と
と
も
に
、
100
年
後
に
残
る
森

林
の
計
画
、
整
備
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
と
し
た
協
議
会
と
伺
っ

て
お
り
、
今
後
、
協
議
会
や
関
係
市

町
と
意
見
交
換
等
を
行
い
な
が
ら
、

具
体
的
な
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

地
籍
調
査
は
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
か
。

　

地
籍
調
査
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
は
、
市
全
体
で
は
71.

５
％

と
な
っ
て
お
り
、
旧
市
町
ご
と
で

は
、
串
良
町
、
輝
北
町
は
調
査
完
了
、

鹿
屋
市
は
60.

１
％
、
吾
平
町
は

８.

９
％
の
進
捗
と
な
っ
て
る
。

　
本
年
度
は
、
南
町
、
獅
子
目
町
、

下
高
隈
町
、
吾
平
町
麓
地
区
を
調

査
し
て
お
り
、
今
後
は
、
第
７
次

計
画
に
則
り
、
肝
属
中
部
畑
地
か

ん
が
い
事
業
の
受
益
地
を
含
む
地

区
の
ほ
か
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

等
が
連
続
す
る
海
岸
地
区
か
ら
調

査
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
必
要
な
財

源
の
確
保
に
つ
い
て
要
望
を
行
う

と
共
に
、
計
画
的
な
調
査
の
実
施

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

森
林
経
営
管
理
制
度
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
示

さ
れ
た
い
。

　

令
和
元
年
度
以
降
の
進
捗
状

況
と
し
て
、
初
年
度
に
森
林
所
有

者
へ
の
意
向
調
査
、
２
年
目
は
市

が
経
営
管
理
権
を
取
得
す
る
た
め

の
経
営
管
理
権
集
積
計
画
の
作
成
、

３
年
目
に
間
伐
や
主
伐
等
を
行
う

林
業
事
業
者
を
市
が
決
定
し
、
経

営
管
理
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

林
業
振
興
、
森
林
保
護
、
環

境
保
全
と
い
う
多
種
多
様
の
目
的

達
成
を
図
る
た
め
の
体
制
は
整
っ

て
い
る
か
。

　

林
務
行
政
に
関
わ
る
職
員
の

推
移
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度

か
ら
３
名
体
制
を
維
持
し
て
お
り
、

林
務
行
政
に
適
切
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
現
行
の
体
制
を
基
に
必
要

ム
の
み
で
あ
り
、
市
独
自
の
施
策

へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

指
定
管
理
料
の
中
の
人
件
費

の
基
準
を
示
さ
れ
た
い
。

　

人
件
費
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

内
科
、
小
児
科
を
365
日
運
営
す
る

た
め
、
医
師
１
名
分
、
看
護
師
７

名
分
、
医
療
事
務
３
名
分
、
事
務

職
員
を
２
名
分
雇
用
す
る
た
め
の

人
件
費
を
算
定
基
礎
と
し
て
い
る
。

　

運
営
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト
に
あ
る
効
率
や
経
済
性
を

問
わ
な
い
形
態
に
で
き
な
い
か
。

　

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
に
は
夜

間
の
一
次
救
急
施
設
と
し
て
の
安

定
性
や
継
続
性
、
周
辺
医
療
機
関

と
の
連
携
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
安
定
的
な
運
営
を
委
託
で
き

る
指
定
管
理
者
制
度
を
採
用
し
て

お
り
、
他
の
施
設
と
同
様
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
よ
り
適
否
を
判
断
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
業
務
改

善
の
観
点
で
も
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
。

伊野  幸二
議員

（政経・未来）

田辺  水哉
議員

（政経・未来）

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
制
度
に
つ
い
て

森
林
・
林
業
・
林
産
活
性
化
に

つ
い
て

市
長
と
本
気
で
語
ろ
う
会
の
意

見
・
要
望
へ
の
対
応
に
つ
い
て
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可
燃
ご
み
袋
は
他
市
に
比
べ

て
高
く
、
県
内
外
に
は
無
料
の
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　

有
料
指
定
袋
を
廃
止
す
る
に

は
、
ご
み
減
量
が
進
み
、
コ
ス
ト

が
削
減
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
も
、
ご
み
減
量

や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
等
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
ご

み
出
し
支
援
に
つ
い
て
、
戸
別
収

集
は
安
否
確
認
の
側
面
も
あ
る
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　

現
在
、
戸
別
収
集
の
具
体
的

な
要
望
は
な
い
が
、
介
護
保
険
制

度
に
お
け
る
訪
問
介
護
で
の
生
活

援
助
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
お
気
軽
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
安

否
確
認
の
側
面
も
担
っ
て
い
る
。

　

被
虐
待
児
や
ひ
き
こ
も
り
、

不
登
校
児
、
Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る

女
性
等
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援

の
現
状
と
課
題
を
示
さ
れ
た
い
。

　

訪
問
支
援
等
を
行
い
、
関
係

機
関
と
接
点
が
少
な
い
家
庭
に
対

し
、
積
極
的
に
関
わ
り
を
持
て
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
家
庭

が
抱
え
る
複
合
的
な
問
題
を
的
確

に
把
握
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

厚
労
省
か
ら
通
知
さ
れ
た

「
支
援
対
象
児
童
等
見
守
り
強
化

事
業
」
に
つ
い
て
の
考
え
と
そ
の

現
状
を
示
さ
れ
た
い
。

　

支
援
対
象
児
童
等
見
守
り
強

化
事
業
は
、
支
援
の
必
要
な
児
童

に
対
し
、
子
ど
も
の
見
守
り
体
制

を
強
化
す
る
も
の
で
、
家
庭
児
童

相
談
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
等
で
必
要
な
相
談
、
支
援

を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
に
努

め
て
き
た
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
増
大
す

る
行
政
需
要
に
対
し
、
随
時
組
織

体
制
の
見
直
し
も
行
わ
れ
て
き
た

が
、
全
体
的
な
業
務
の
見
直
し
を

検
討
す
べ
き
時
期
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

組
織
体
制
と
人
員
配
置
に
つ

い
て
は
、
毎
年
度
10
月
に
懸
案
課

題
の
調
査
を
行
う
と
共
に
、
所
属

長
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
上
で
、

次
年
度
の
組
織
体
制
の
見
直
し
と

適
正
な
人
員
配
置
に
努
め
て
お
り
、

「
ぬ
く
も
り
と
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
明
る
い
未
来
づ
く
り
」
の
実

現
の
た
め
の
組
織
体
制
作
り
と
、

重
点
課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
の
人
員
配
置
を
念
頭
に
行
っ
て

い
る
。

　
今
後
も
、
行
政
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
、
組
織
体
制
強
化
と
適
正

配
置
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

都
市
計
画
道
路
を
未
整
備
の

ま
ま
で
存
続
す
る
と
、
地
権
者
は

建
設
制
限
を
受
け
続
け
土
地
の
有

効
利
用
が
で
き
な
い
。
未
整
備
路

線
に
対
す
る
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
今
後
の
都
市
計
画
道
路

の
取
組
方
針
を
示
さ
れ
た
い
。

　

未
整
備
路
線
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
道
路
23
路
線
中
３
路
線

が
未
着
手
で
、
区
域
面
積
は
３
路

線
合
計
で
４
万
６
千
３
０
０
㎡
、

地
権
者
数
に
つ
い
て
は
所
有
者
の

ほ
か
、
相
続
人
も
想
定
さ
れ
、
相

当
数
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　
未
整
備
の
ま
ま
存
置
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
土
地
利
用
に
影
響

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、

方
向
性
を
明
確
に
示
す
た
め
に
将

来
に
お
け
る
交
通
需
要
や
市
街
地

内
の
道
路
網
の
都
市
づ
く
り
の
方

向
性
等
を
踏
ま
え
、
適
切
な
見
直

し
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
都
市
計
画
道
路
の
取
組
方
針
に

つ
い
て
は
、
道
路
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
な
ど
、
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
を
目
指
す
上
で
必
要
な

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
現
在

作
成
し
て
い
る
立
地
適
正
化
計
画

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

網
膜
色
素
変
性
症
の
患
者
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
策
が

あ
る
か
。

　

指
定
難
病
で
あ
る
こ
と
か
ら

治
療
に
要
し
た
医
療
費
の
自
己
負

担
の
一
部
を
助
成
す
る
支
援
策
が

あ
り
、
そ
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者

手
帳
が
な
く
て
も
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
に

「
暗
所
視
支
援
眼
鏡
」
を
加
え
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　

暗
所
視
支
援
眼
鏡
は
日
常
生

活
を
よ
り
円
滑
に
す
る
た
め
に
有

効
な
用
具
だ
と
考
え
て
お
り
、
他

自
治
体
の
運
用
方
法
や
利
用
状
況

等
を
踏
ま
え
、
日
常
生
活
に
不
自

由
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
よ

り
よ
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

原田　  靖
議員

（政経・未来）

西薗美恵子
議員

（政伸クラブ）

福田  伸作
議員

（公明党）

職
員
の
適
正
人
員
の
確
保
と
業

務
改
善
に
つ
い
て

可
燃
ご
み
袋
の
無
料
化
及
び
戸

別
収
集
に
つ
い
て

都
市
計
画
行
政
に
つ
い
て

困
難
を
抱
え
た
女
性
や
子
ど
も

等
の
見
守
り
と
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て

福
祉
政
策
に
つ
い
て
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鳥
獣
被
害
の
解
決
策
と
し
て
、

駆
除
個
体
買
上
金
の
上
乗
せ
や
猟

友
会
の
活
動
支
援
を
求
め
て
国
に

要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

国
へ
の
要
望
に
つ
い
て
は
、

県
市
長
会
、
大
隅
総
合
開
発
期
成

会
に
お
い
て
、
広
域
で
の
被
害
防

止
対
策
研
修
の
開
催
、
買
上
金
の

予
算
拡
充
及
び
補
助
金
単
価
の
引

上
げ
、
捕
獲
従
事
者
の
確
保
、
育

成
等
に
つ
い
て
県
内
各
市
や
大
隅

近
隣
市
町
と
一
体
と
な
っ
て
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

鳥
獣
被
害
と
い
う
大
き
な
課

題
の
解
決
に
向
け
、
意
気
込
み
を

示
さ
れ
た
い
。

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、「
寄

せ
つ
け
な
い
」「
侵
入
を
防
止
す

る
」「
個
体
数
を
減
ら
す
」
の
３

つ
の
考
え
方
を
柱
に
、
総
合
的
な

鳥
獣
被
害
対
策
を
推
進
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
猟
友
会
や
関
係
機
関
、

近
隣
市
町
と
も
連
携
を
し
な
が
ら
、

地
道
に
粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と

で
農
作
物
被
害
を
は
じ
め
と
し
た

防
止
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

え
た
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
や
障
が

い
者
の
職
場
へ
の
定
着
支
援
な
ど

を
行
い
、
共
通
理
解
を
図
る
た
め

の
周
知
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
、
市
民
や
企
業
が
よ
り

具
体
的
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
引
き
続
き
障
が
い
者

に
対
す
る
周
知
啓
発
と
理
解
促
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
水
害

に
対
し
、
国
は
流
域
治
水
の
方
針

を
打
ち
出
し
た
が
、
本
市
の
「
流

域
治
水
」
に
対
す
る
考
え
方
と
方

向
性
を
示
さ
れ
た
い
。

　

水
害
リ
ス
ク
の
増
大
に
備
え

る
た
め
、「
肝
属
川
水
系
流
域
治

水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
し
て

お
り
、
本
市
に
お
い
て
は
、
鹿
屋

市
総
合
雨
水
排
水
対
策
事
業
計
画

に
基
づ
く
雨
水
排
水
施
設
の
整
備

推
進
、
排
水
路
の
新
設
、
公
共
施

設
を
活
用
し
た
一
時
貯
留
施
設
の

設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
も
、
国
等
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
効
果
的
な
治
水
対
策
に

取
り
組
み
、
地
域
住
民
の
安
全
安

心
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

通
学
路
で
市
が
把
握
し
て
い

る
危
険
箇
所
は
何
か
所
あ
る
か
。

　

国
か
ら
の
要
請
を
受
け
た
通

学
路
の
調
査
結
果
で
は
、
82
の
危

険
箇
所
が
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
交

通
量
が
多
い
、
大
型
車
の
進
入
が

多
い
、
横
断
歩
道
の
白
線
が
薄
い

な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

高
齢
化
に
よ
り
交
通
指
導
員

が
減
少
し
て
い
る
が
、
市
職
員
の

協
力
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

交
通
安
全
協
会
か
ら
立
哨
の

協
力
要
請
は
な
い
が
、
高
齢
化
等

に
よ
り
、
指
導
員
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
と
の
話
は
伺
っ
て
お
り
、

交
通
立
哨
は
通
学
時
の
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
も
、
大
切
な
見
守
り

活
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は

意
見
交
換
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な

協
力
が
可
能
な
の
か
、
対
応
に
つ

い
て
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防

の
た
め
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
（
国
保
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
）
か
ら
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ

を
分
析
し
、
健
診
未
受
診
者
に
対

し
て
も
、
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い

く
考
え
は
な
い
か
。

　

生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
に
は
、
特
定
健
診
の
情

報
は
有
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人

工
知
能
で
受
診
傾
向
を
分
析
し
、

は
が
き
案
内
や
電
話
に
よ
る
受
診

勧
奨
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
治
療

中
断
者
に
つ
い
て
、
健
康
相
談
等

で
把
握
で
き
た
方
々
に
、
医
療
機

関
へ
の
受
診
を
勧
奨
し
て
い
る
。

　

障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
構
築
の
た
め
、
地
域
・
職
場

等
へ
の
さ
ら
な
る
働
き
か
け
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　

障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
取
組
と
し
て
、
機
会
を
捉

　

地
球
温
暖
化
対
策
や
海
洋
汚

染
対
策
に
つ
い
て
、
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
省
エ

ネ
対
策
の
推
進
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
等
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
海
洋
汚
染
対
策
は
、
良
好

な
自
然
環
境
の
維
持
保
全
に
努
め
、

海
域
の
環
境
浄
化
能
力
の
向
上
や

多
様
な
生
物
の
生
息
・
生
育
地
の

確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促

進
法
に
お
い
て
、「
使
い
捨
て
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
を
合
理
化
し
、

消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
革

を
加
速
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促

進
法
は
、
製
品
の
設
計
か
ら
廃
棄

物
の
処
理
全
て
の
段
階
に
お
け
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
の
取
組

を
促
進
し
て
い
き
、
消
費
者
へ
の

意
思
確
認
、
有
料
化
、
代
替
素
材

へ
の
転
換
等
に
よ
り
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
使
用
を
削
減
し
て
い
く
こ
と

で
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革
を

促
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

児玉 美環子
議員

（公明党）

佐々木 茂己
議員

（会派　創生）

環
境
政
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

防
災
行
政
に
つ
い
て
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財
源
確
保
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納

税
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
寄

附
の
状
況
を
示
さ
れ
た
い
。

　

現
時
点
で
、「
戦
跡
保
存
、

平
和
の
架
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
52
万
５
千
円
、
35
人
、「
先
進

ス
ポ
ー
ツ
都
市
鹿
屋
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
48
万
７
千
円
、
31

人
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
の
活

用
に
つ
い
て
方
針
・
計
画
を
示
さ

れ
た
い
。

　

寄
附
者
の
意
向
に
沿
っ
た
事

業
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
具
体

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
対
す

る
支
援
を
受
け
る
場
合
は
、
事
業

の
趣
旨
や
内
容
、
成
果
を
明
確
に

し
た
上
で
支
援
を
募
る
「
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と

納
税
」
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

昨
年
発
覚
し
た
社
会
福
祉
法

人
の
不
正
会
計
問
題
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
の
状
況
及
び
結

果
を
示
さ
れ
た
い
。

　

令
和
２
年
12
月
か
ら
実
施
し

て
き
た
特
別
監
査
に
つ
い
て
、
令

和
３
年
１
月
下
旬
に
指
示
事
項
に

つ
い
て
通
知
を
行
い
、
当
法
人
の

改
善
状
況
等
を
確
認
す
る
た
め
の

再
調
査
を
経
て
、
最
終
的
な
取
り

ま
と
め
を
４
月
に
行
っ
た
。

　

当
法
人
の
認
定
こ
ど
も
園
に

お
い
て
、
１
号
認
定
入
所
者
が
定

員
を
超
え
て
い
た
が
、
そ
の
実
態

と
、
市
内
認
定
こ
ど
も
園
に
同
様

の
事
態
は
な
い
か
示
さ
れ
た
い
。

　
当
法
人
の
認
定
こ
ど
も
園
に

お
い
て
１
号
定
員
の
超
過
児
童
数

は
22
名
で
、
給
付
費
は
年
間
約
１

千
２
０
０
万
円
で
、
市
全
体
と
し

て
は
、
19
施
設
154
人
が
定
員
超
過

し
て
お
り
、
給
付
費
は
年
間
９
千

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
本
市
並
び
に
大
隅
広
域
の
課
題

に
つ
い
て

繁昌  誠吾
議員

（会派　創生）

市議会にタブレット端末を導入しました！
　鹿屋市議会にタブレット端末を導入し、
議案等配布資料は紙とデータの併用で、
試行運用を開始しました。
　令和４年３月定例会からの本格運用に
向け、順次活用機会等を増やして参ります。

　行政情報などをわかりやすく市民の方々へ説明することやペーパーレス化による業務改善や
経費削減などのため、タブレット端末導入に向けた協議を開始しました。

平成30年11月	 市当局（情報行政課：現デジタル推進課）より議会ＩＣＴ化の提案がある。
12月	 議会改革特別委員会内にＩＣＴ利活用調査部会を設置し、議会ＩＣＴ化の検討

を開始する。
令和元年５月	 タブレット端末導入について、先進地（曽於市）を視察する。

11月	 ＩＣＴ利活用調査部会において、タブレット端末導入検討アンケートの実施
令和２年３月	 	第三次議会改革特別委員会委員長による中間報告

６月	 令和３年度の導入に向け、市当局と事務局により協議開始
	 （導入機能、電子化する文書、費用対効果等）
令和３年４月	 議会ＩＣＴ化ワーキンググループの設置

８月	 利用者講習会及び管理者講習会の実施
９月	 ９月定例会から試行運用を開始

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

社
会
福
祉
法
人
の
監
査
に
つ
い
て
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令和２年度政務活動費の執行状況を報告します

交付申請額672万円のうち346万円 (51.5％ ) を活用

議席
番号

議員名
調査

研究費
研修費 広報費 広聴費

要請 ･ 陳情
活動費

会議費
資料

作成費
資料

購入費
人件費 事務所費

計
（報告額）

予算執行額 
（充当額）

返納額

1 田辺水哉 22,345 113,292 4,950 37,815 178,402 178,402 61,598

2 原田　靖 339,836 23,300 363,136 240,000 0

3 伊野幸二 22,345 102,054 39,940 164,339 164,339 75,661

4 福田伸作 3,487 8,400 11,887 11,887 228,113

5 佐々木茂己 30,000 33,000 63,000 63,000 177,000

6 繁昌誠吾 293,612 293,612 240,000 0

7 宮島眞一 16,185 119,200 76,559 211,944 211,944 28,056

8 別府込初男 260,889 13,011 273,900 240,000 0

9 梶原正憲 16,185 176,000 42,772 9,000 243,957 240,000 0

10 柴立豊子 6,160 84,800 44,665 135,625 135,625 104,375

11 吉岡鳴人 31,300 142,411 60,716 234,427 234,427 5,573

12 岩松近俊 31,300 77,100 108,400 108,400 131,600

13 近藤善光 144,190 144,190 144,190 95,810

14 児玉美環子 2,090 54,600 56,690 56,690 183,310

15 市來洋志 30,000 30,000 30,000 210,000

16 今村光春 31,560 31,560 31,560 208,440

17 時吉茂治 0 0 240,000

18 中馬美樹郎 52,800 19,872 72,672 72,672 167,328

19 新保秀美 6,160 49,217 8,338 2,184 65,899 65,899 174,101

20 西薗美恵子 24,565 80,630 105,195 105,195 134,805

21 松本辰二 6,160 6,289 4,256 16,705 16,705 223,295

22 東　秀哉 250,984 250,984 240,000 0

23 福﨑和士 0 0 240,000

24 岡元浩一 6,160 15,972 26,065 15,455 63,652 63,652 176,348

25 永山勇人 92,744 23,400 116,144 116,144 123,856

26 下本地隆 6,160 110,751 11,352 128,263 128,263 111,737

27 花牟礼薫 204,182 11,550 215,732 215,732 24,268

米永淳子 83,316 22,314 105,630 105,630 134,370

計 308,490 6,160 2,352,582 0 0 0 184,223 774,139 9,000 51,351 3,685,945 3,460,356 3,259,644

※領収書や収支報告書などについては、鹿屋市議会ホームページで公開しています。資料は全て議会事務局に保管
され、希望される方はどなたでも閲覧することができます。

（単位 : 円）



編集後記 令和３年12月定例会会期日程（案）

議会報委員会

※　令和３年12月定例会は、11月26日（金）から12月16日

（木）までの21日間の会期で開催予定ですが、会期は変更

になる場合があります。

　　詳細な日程等については、議会事務局までお問い合わ

せください。

※　市役所の本庁舎４階 議会傍聴席にて傍聴できます。

※　傍聴の際は、留意事項をお守りいただきます。

（新型コロナウイルス感染症対策のため、マスク着用

や手指の消毒など留意事項を必ず遵守してください。

本会議はライブ中継を行っておりますので、是非イン

ターネット中継をご活用ください。）

　秋は、スポーツの秋・食欲の秋・芸術

の秋・〇〇の秋と、何をするにもよい季

節です。市民の皆様にとって、実り多い

秋になることを願っております。

　さて、東京オリンピックが大きな感動

を残して終わりました。全世界の一流選

手が「金メダル」を目指してしのぎを削

る姿、勝っても敗者を尊敬し、敗れても

勝者をたたえる姿を見て、スポーツの持

つ力、そして、諦めることなく前を向く

勇気を貰ったように思います。

　議会だよりも、市民の皆様に親しまれ

る広報誌に成る様に、工夫を重ねながら

前向きに取り組んで参ります。

（議会報委員会委員長　中馬　美樹郎）

◎中馬　美樹郎　　　○佐々木　茂己
 ・東　　秀哉　　　　・近藤　善光
 ・梶原　正憲　　　　・下本地　隆

◎は委員長　○は副委員長
【問い合わせ先】
　TEL：0994-31-1143（議会事務局内）

月 火 水 木 金

11/22 23 24 25 26
本会議

29 30 12/1 ２ ３

６
本会議
(一般質問)

７
本会議
(一般質問)

８
本会議
(一般質問)

９
総務
文教福祉

10
市民環境
産業建設

13
予算委員会

14
予算委員会

15
予備日

16
本会議

17
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決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

１
　
目
的

　
一
般
会
計
決
算
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
の
審
査
に
資
す
る
。

２
　
設
置
の
根
拠

　
地
方
自
治
法
第
１
０
９
条
及

び
鹿
屋
市
議
会
委
員
会
条
例
第

６
条
の
規
定
に
基
づ
く
特
別
委

員
会

３
　
定
数

　
　
12
名

４
　
構
成
委
員

◎
伊
野  

幸
二  

〇
佐
々
木  

茂
己

　
新
保  

秀
美 

松
本  

辰
二

　
繁
昌  

誠
吾 

原
田  

靖

　
宮
島  

眞
一 

近
藤  

善
光

　
吉
岡  

鳴
人 

福
﨑  

和
士

　
時
吉  

茂
治 

福
田  

伸
作

（
◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
）

５
　
設
置
日

　
　
令
和
３
年
９
月
27
日

インターネットで会議録を閲覧できます

　鹿屋市議会では、会議録を市議会のホームページから閲覧、検索

できます。

　定例会ごとの閲覧や、「ことばから検索」、「発言者から検索」など

の検索機能も利用することができます。

　ぜひ、ご活用ください。

※閲覧、検索できる定例会は平成18年以降の会議録になります。

　議会だよりは、議会内容を要約して
掲載しています。詳細については、会
議録を閲覧ください。
　よりよい誌面づくりのために皆様の
ご意見・ご感想等を議会報委員会（議
会事務局内）までお寄せください。


